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中
晩
唐
時
代
に
放
け
る
轍
燈
地
方
儒
教
寺
院
の

破
産
経
費
に
就
き
て
(
7
)

郡

波

利

貞

E
I

桔

戸

ノが

期
撃

.F
院

の

誰

浸

し
大
儀
･==3.㌢
･ii
印
し
｡相
囲
士
イl掘
用
倍
役
L
U
F
即
紬
だ

T,
院

胡

俳

S
:
加

護

卜
衷

柑
｢
る
上
に
'
昭

耗

h

-

納
め
て
営
利
製
粉

を
璃
せ
し
こ
と
は
程
々

の
鮎
よ
り
澄
懐
だ
て
得
る
o
そ
の
第

11
は
前
述
の
帖
諜
な
る

寺

院

収

入

の

山命

日
■で

､

T

T

院
外
要
の
梨
酢
の
み
で
は
碩
槌
使
用
収
益
怖
免
税
な
ど
は
趣
-
能
は
ぬ
.
第
二
は
前
縞
の

完

膚
淡
洪
巡
穏
行
記
』
に
未
発
専
茶
内

の
水
磯
を
定
覚
寺
磯
な
ど
稀
せ
ず
し
て
騨
名
を
以
て
呼
ん
で
三
交
頑
と
謂

へ
る
こ
と
で
あ
る
｡
巡
弛
行
記
空
耶
後
の
文
意
よ
-
見
れ

ば
'
此
の
定
盤
寺
班
の
鍋
は
三
叉
隈
附
近
に
位
置
せ
る
筈
に
し
て
'
而
し
て
此
の
強
硬
槌
を
三
交
頑
と
栴
す
る
は
本
釆
安
濃
寺
所
属

の
水
礎
で
は
あ
る
が
､
三
乗
鰐
を
中
心
と
す
る

1
定
地
域
の
百
姓
が
皆
そ
の
槌
戸
と
契
約
の
許
に
'
此
の
水
磯
に
婚
-
て
各
々

自
家

収
穫
の
穿
菜
を
製
粉
し
て
便
利
を
得
屠
た
る
薦
LtJ;

地
方
大
衆
白
燕
の
寒
と
し
て
三
交
項
の
俗
解
が
起
-
塗
に
通
俗
的
名
稀
と
馬
-

屠
-
し
寓
に
T.
風
仁
の
紀
行
に
そ
の
見
聞
の
債
に
登
さ
れ
た
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
｡
此
の
水
磯
が
先
覚
専
用
席
の
製
新
の
み
を
な
し

て

1
年
間
の
大
部
分
そ
の
遥
緒
を
休
閑
し
て
居
た
な
ら
ば
三
交
磯
の
通
稀
も
起
ら
ぎ
P
L
な
る
べ
く
.
然
る
時
は
定
準
守
項
な
る
名

中
晩
唐
時
代
に
於
け
る
増
煙
地
力
悌
敢
寺
院
の
嶺
柁
緯
皆
に
就
き
て

第
二
番

五
三
五

第

二
訳

1
六
五



巾
晩
唐
時
代
に
於
け
る
畑
煙
地
方
側
教
寺
院
の
裾
梢
躍
皆
に
就
き
て

第
二
審

五
三
六

第
二
抗

1
六
大

稀
も
必
ず
し
も
必
要
で
な
い
｡
定
盤
等
碩
な
る
呼
稗
に
は
そ
の
寺
専
用
の
感
が
探
-
､

ニ
衰

確
た

る
呼
稀
に
は
Llll仰顔

地
方

l
般
共

用
受
蒜
の
感
が
濃
厚
で
あ
る
o
蓋
し
.二
賓
硬
の
管
理
者
な
る
定
盤
寺
の
砧
戸
は
手
数
料
を

取
り
て
附
近
百
姓
の
穿
粟
を
製
粉
L
t
手

L

数
料
の

蒜

を
桔
誹
と
し
て
定
聖

二

約
め
定
覚
寺
は
之
を
寺
院
経
済
経
常
収
入
竺

部
と
飼
し
た
夏

と
と
思
は
れ
る
｡
但
し
砧

戸
は
手
数
料
を
取
-
て
百
姓
の
穿
黙
む

製
粉
す
る
の
み
に
て
は
収
益
は
1.U
し
て
L
J
LEjな
い
か
ら
.
之
は
如
何
し
て
も
自
ら
の
老
木
を

ら

ざ
れ

ぽ
'

大

規
模
に
穿
繋
藍

艮
入
れ
て

粉
と
し
て
茸

-
出
だ
す
程

の
力

は
無
か
-
し

も
の
J
LJ見
な
け

れ
ば
な

ら
ぬ

か
ら
'

菅
蔭

に

於
て
は
卵
管
寺
院
の
食
料
用
の
酢
製
造
以
外
に
寺
院
所
有
の
穿
栗
を
製
粉
し
て
民
間

に

賛
-
'
そ
の
収
益
の
大
部
分
を
寺
院
に
的
む

る
者
が
多
か
-
し
も
の
と
恩
ふ
'
結
局
叙
上
の
手
数
料
の
幾
割
と
製
粉
販
賓
収
益
の
i(
部
分
が
所
謂
放
課
の
名
を
以
て
寺
院
に
収
納

-

さ
れ
た
講
で
'
そ
の
吾
裕
蛍
力
あ
る
者
は
自
力
に
て
番
粟
藍

早
入
れ
'
寺
院
所
管
の
頑
艦
を
利
用
し
て
粉
と
し
'
そ
の
粉
を

1
般
民

間
に
堅
買
し
た
聖

女
の
云
:.を
棺
許
と
し
て
寺
院
に
納
め
る
者
も
あ
つ
た
で
あ
ら
う
0
然
ら
ば
椋
戸
が
砧
博
士
を
使
役
し
て
日
日
道

営
す
る
事
業
は
所
管
寺
院
侭
尼
食
用
の
製
粉
､自
家
用
の
製
粉
.
近
村
の
盲
姓
の
穿
粟
を
手
数
料
を
取
り
て
名
す
製
粉
､寺
院
所
有
の

穿
栗
を
製
粉
し
て
解
く
民
間
に
販
衰
す
る
事
琴

僅
な
が
ら
で
も
自
己
の
賓
本
に
て
奔
粟
藍

見
入
れ
之
を
&
'粉
し
て
民
間
に
墾

贋
す

る
事
業
の
五
程
で
､
そ
の
中
で
後
の
三
者
が
根
室
早
業
で
､
そ
の
大
部
分
ま
た
は

l
部
分
を
程
課
と
し
て
所
管
寺
院

へ
納
め
た
の
で
あ

る
か
ら
､
そ
の
寺
院
と
鎧
戸
と
の
関
係
た
る
や
密
接
な
る
共
存
共
柴
の
も
の
で
あ
っ
た
.
右
の
事
情
で
あ
る
か
ら
寺
院
の
小
作
人
と
か

牧
羊
人
と
か
'
常
時
の
通
稲
に
所
謂
寺
戸
の
者
は
比
の
砥
戸
た
ら
む
こ
と
を
希
望
し
た
で
あ
ら
う
が
､陸
磯
な
ら
ば
い
ざ
知
ら
す
､
水

屑
は
地
方
官
憲
よ
-
制
限
製
肘
あ
る
軍

寺
院
と
し
て
も
自
由
に
濫
堅

-
る
こ
と
が
出
来
ず
'
そ
の
設
置
数
は
割
合
に
少
な
か
-
L

l

t
き

ざ

,

､
･



も
の
と
思
は
れ
る
0
即
ち
水
屑
.の
程
戸
は
捌
′廿
に
少
い
の
で
あ
っ
た
o
陸
頑
と
水
頑
と
を
比
較
す
れ
ば
陸
項
の
方
は
牛
馬
の
飼
育
料

を
要
し
.
収
益
本
件
よ
-
謂
は
Z,
水
頑
の
l
屠
有
利
な
る
に
若
か
ぬ
O
し
か
も
此
の

一
畳

侶
利
な
水
頑
に
は
制
限
が
あ
っ
た
の
で
あ

る
か
ら
.
寺
院
と
し
て
も
自
制
を
要
し
'
寺
戸
の
者
が
設
置
を
希
望
し
､ま
た
そ
れ
が
寺
院
と
し
て
有
利
な
る
こ
と
が
明
白
に
て
も
'

そ
の
設
置
を
曙
措
し
た
場
合
が
多
か
-
し
も
の
と
考
薬
せ
ら
れ
る
.
悌
国
璽

止
国
書
髄
朔
赦
倣
煙
文
書
帝
蓉
九
武
八
競
紙
背
の

『
牧

羊
人
安
千
時
撰
文
』
の
如
き
は
此
の
問
の
事
情
を
不
す

一
根
本
史
料
か
と
考

へ
ら
れ
る
0
日
-

牧
華
人

琴
十
略

右
干
略
D
長
光
i
-;
円
C
守
詔
声
帯
｡
豪
勺
Ⅶ

u1LE1

)
]
L̂
ll‖1

少

多
参

謀
｡
硝

廓

不

得

o

伏
望

僕
射

鵬
造
｡
先
賜
頑
柁
o
滞
在

群
上
碑
給

∵
､

存
y;)口
今
｡

〔

以

下

閥

文
〕

右
の
文
中
の
僕
射
た
る
語
は
左
右
僕
射
の
官
名
に

淵
源
す

る
も
の
な
れ
zjJlも
'
中
晩
唐
時
代
の
民
間
通
伶
語
と
し
て
は
畳
に
伶
人

に
封
す
る
通
俗
的
祝
稀
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
で
決
し
て
中
央
政
府
の
傭
革
命
の
下
官
た
る
左
右
僕
封
を
指
せ
る
も
の
に
非
ず
､
中
晩
唐

時
代
は
本
来
娯
粛
な
る
べ
き
官
名
な
る
僕
射
･脚
･佃
署
な
ど
が
民
間
世
俗
的
に
比
較
的
軽
-
慣
用
せ
ら
れ
た
時
代
で
'
JJ
れ
猶
ほ
本

朝
に
て
解
庸
な
る
べ
き
左
衛
門

･
石
狩
門

･
兵
衛
な
ど
の
武
官
名
が
後
世
に
匹
夫
野
人
の
名
と
し
て
慣
用
せ
ら
れ
て
誰
も
怪
し
ま
ざ

中
晩
唐
時
代
に
於
け
る
培
煙
地
方
悌
教
寺
院
の
破
帽
緯
皆
に
崩
き
て

第
二
審

五
三
七

第

二
競

〓

ハ
七



中
晩
唐
時
代
に
於
け
る
籾
虐
地
方
怖
教
寺
院
の
鶴
精
粋
皆
に
就
き
て

第
二
番

空
二
八

第

二
郎

〓
ハ
八

る
が
如
き
と

l
般
の
現
象
で
あ
る
o
そ
の
斯
か
る
現
象
を
生
じ
た
る
主
な
る
所
以
の
も
の
は
二
あ
-
'
そ
の
第

1
は
玄
宗
の
天
賛
十

t

四
戟

悶
舵
i
).%
]架

十

盲

甲
言

よ

り
起
是

る
安
諾

及
び

富

品

の
宗

の
漂

'

雫

朝
野
等
し
く
塁

騒
動
姦

に
軍
功
む
貿
す
る
に
首
筋
を
投
-
る
こ
と
を
以
て
L
r
ま
た
佐
山借
の
酎
雛
を
救
は
む
と
す
r;aに
岩
た
る
の
飴
､
切
に
官
零
を
潜
っ
た

'

-mr
∴
､

∵
.i
.
/
[;
/
./
.ト.
'
L..-.'卜

､
;･･
p.∴

∴
∵
;.
∴
_
,rp
.
[
･..
_
∵
･.
,..
:
･･･
.
甘
,.･J
･,I.-･
.
J･JI･_･
1
,
.･･
･･/･l･:

～
..

の
第
二
は
軍
研
以
稗
貫

汀
･b
ら
れ
た
枚
校
官
の
制
が
J
そ
の
中
葉
以
非
諸
将
の
軍
功
を
貰
す
る
箱
に
軽

々
し
-
淀
用
せ
ら
れ
'
そ
の

名
あ
-
て
そ
の
賓
解
き
粉
校
大
師

･
検
校
犬
侍

･
検
校
太
保

･
槍
校
山人
尉

･
検
校
司
徒

･
枚
析
司
基

･
検
校
僕
射

･
枚
校
佃
署

･
枚

枚
常
侍
な
ど
の
官
に
在
る
者
が
彩
多
し
-
有
す
る
梓
に
名
-
.
こ
れ
亦

l
般
世
人
に
朝
廷
の
官
情
を
軒
関
す
る
風
を
助
長
し
た
る
)J

と
で
あ
る
｡

前
者
に
放
け
る
.恩
情
の

l
斑
は
完
の
司
馬
光
の

『
安
置

迅
鑑
.T
筆

舌

十
九
'

官
紀
二
1L+
五
'

粛
宗
の
重
笹

薮

"

琵

麺

也
神

君

登

の
保
に

是
時
府
雌
鉦
奮
磁
)
朝
廷
室
山
甘
笛
甚
功
o
話
術
出
征
｡
此日
給
望
名
号
旦
)
･TI
関
仲
村
並
列
脚
大
将
斡
c
T
ギ
咋
郎
即
肘

ノ

派
結
節
汁
名
O
其
荘

久
恕
⊥ュ
信
服
控
人
Ⅴ
節
C
有
室
異
姓
王
者
O
諸
節
伯
山
職
住
和
紙
拭
二
小

相

､計
甘
箪
=E
下
J
及
捕
災
十
拓

o
鴇
以
甘
問
収
堅
牛
｡
由
足
甘
節
黙
而

駄
雷
｡
大
祭
=.T皆
兵
一
驚
.
綻
ぶ
E
酔
｡
凡
鯨
募
入
昂
弔

1
判
衣
盆
山か
D
葦
有

朝
士
任
侠

衣
令
柴
棒
大
甘
向
執
贈
役
者
｡
名
瓜等
蔽

.
至
是
而

梓
駕
O

と
も
見
え
て
屠
る
｡
打
身
と
は
任
官
酢
令
書
で
､
本
朝
現
行
の
官
記
で
あ
る
｡
基
名
骨
身
と
は
何
時
に
て
も
根
任
命
者
の
民
事

豊

巨

き
入
れ
て
任
官
酢
令
雷
と
し
て
の
効
力
を
放
し
得
る
那
令
用
紙
の
意
で
あ
る
.
後
者
に
就
い
て
も
多
-
の
支
那
の
単
著
が
夙
に
指
摘

す
る
期
で
'
例
示
せ
ば
清
の
錯
大
師
の
U
..潜
研
堂
文
集
』
準

二
十
四
'
憲
二
所
載
の

芸
豊
泉
簡
索
芦

皿
に

l

L

雷

1
l
I

I

-

-

･

･



夫
槍
校
娘
守
列
知
之
名
｡
轄
匙
於
牌
｡
但
牌
朝
所
謂
桧
校
省
o
維
非
正
接
o
郡
耕
本
職
等
｡
加
槍
校
作
中
O
検
校
中
書
令
｡
棟
校
納
言
｡
検
収
走

相
之
規
｡
皆
列
於
宰
相
栄
｡
曽
姓
招
溜
鮎
如
0
両
芋
文
士
及
槍
校
環
州
都
督
｡
琴
刀
忠
翰
横
井
州
長
史
o
亦
是
軍
属
共
催
｡
苛
門
外
各
甘
o
皆
特

有
検
使
｡
著
今
幕
薄
衣
O
申
讃
以
後
｡
講
将
多
以
軍
功
枯
検
校
甘
｡
三
公
･
三
師
･
僕
射

･
尚
書
･
常
侍
O
車
載
斗
貴
｡
有
名
無
賓
｡

と
謂
ふ
通
で
あ
る
｡
僕
射
は
唐
制
で
は
左
右
桐
僕
射
共
に
壁

高

官
階
の
職
事
官
で
あ
る
が
'
此
の

『
牧
羊
人
安
干
略
牒
文
』
に

於
て
は
事
賛
上
､
傍
寺
の
都
寺
･監
寺
･監
院
の
偲
､或
は
俗
人
な
る
三
綱
'即
ち
寺
院
の
庶
琴

王
事
者
を
指
し
て
居
る
の
で
あ
る
｡
濫

･_
･

･

･

,

･

_

_

L.

･

:･

-
て
規
定
典
範
化
せ
ら
れ
.
そ
の
後
米

･
元
と
数
次
の
増
訂
改
補
を
見
た

『
百
丈
清
規
』
帯
四
'
束
序
知
事
の
都
監
寺
の
項
に

古

規
惟
設

監
院
｡

柊
的
1.1-;IjT兼

や

｡

綿

郡
･.ih｡

u組
庶

務

｡

早
萌
的
軍
曹
火
臆
措
官
ロ[施

話
｡
倫
訂
捲
諮
出
納
怨
O

端
令
歳
計
有
飴
｡
洋
主
祭

と
あ
-
､
中
庸
畔
代
の
管
偶
は
ぷ
空

八師
の

『
入
唐
北
淡
巡
把
行
記
』

聖

､

開
成
E=
年

配
聖

T<T
l轟

警

笛

八
｡
の
促
に

凡
此
麿
圃
O
有
僧
錦
･
僧
正
｡
濫
萱
二
椅
色
o
僧
錬
統
箭
天
下
諸
寄
.
整
理
悌
法
.
僧
正
雌
在

一
都
督
管
.hi
O
監
守
限
在
1
寺
o
白
外
方
有
三
網

改
鋳
剖
o

と
あ
る
｡
寺
院
の
製
油

･
貫
油

･
禦

恨
･
荘
園

･
長
生
庫
亀
の
事
務
は
す
べ
て
此
の
監
院

･
濫
寺
の
桁
重
な
る
管
理
下
に
置
か
れ

て
ゐ
た
か
ら
ー
安
干
略
の
頂
椎
設
置
願
即
ち
槻
戸
た
ら
む
と
す
る
願
は
濫
院

･
監
寺

へ
あ
て
て
出
願
さ
れ
た
課
で
あ
る
C

一
寺
院
所

属
の
桂
戸
の
数
は
'
陸
碩
な
ら
ば
自
由
に
設
け
得
る
も
水
頑
な
ら
ば
前
述
の
通
り
漕
概
用
水
関
係
上
制
限
せ
ら
る
る
か
ら
'
製
油
戸

な
る
粂
戸
ほ
ど
に
は
な
-
て
'
駈
裾

･
水
頑
取
-
曽
ぜ
て
二
三
戸
か
'
或
は

l
声
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
｡
但
し
寺
倍
の
食
糧
の
関

係
上

1
寺
院
に
少
-
と
も

一
礁
戸
は
必
要
で
あ
っ
た
と
思
ふ
.
備
国
第
五
至
乳
九
糖
犠
燥
文
筆

二
十
三
在
中
の
昇
給
式
稜
に

un従
庚

申
鳴
倍
時
代
に
於
け
る
畑
煙
地
方
悌
教
寺
院
の
鳩
相
野
皆
に
拭
き
で

第
二
懸

五
三
九

第

二
朗

〓
ハ
九



中
晩
唐
時
代
に
於
け
る
籾
煙
地
方
件
数
寺
院
の
破
帽
躍
皆
に
就
き
T

寅
年
九
月
真
幸
卯
年
七
月
某
寺
支
出
暦
魂
巷
』
あ
り
て
'
攻
の
如
-

東
長
年
九
月
十

l
ロ
就
北
府
荘
上
付
楊
七
娘
子
酒
本
葉
武
拾
畳

碩

曹
富
員
.栖
本
実
配
給
萱
碩

秋
機
麻
伍
碩

十
二
月
廿
五
日
弔

l

孝
藩
窟

未
人
･ス
融
粟
登
別
小
紙
栗
告
別

¶

･刀
口

階
骨
Til
余
憤
紫
小
…
唄

LLL叩
JF
t
月
九

口
糧
菰

附
せ

L
告

償
粟
張
碓
陸
料
伍
升

孔

雄
官
社
印
沙
仏
粟

萱
叫

十
七
日
還

て
､

氾
那
覇
舎
佃
葉
萱
草

寮
監
寺
保
清
張
法
恵

談
李
法
律

二
人
将
去
結
埋
布
施
莱
玖
対
価
升

嘗
豪
造
月
莱
萱
糾
伍
升

索
阿
弟
子
贈
粟
蛋
糾

二
月
廿
二
日
素
昌
都
田
栗
岡
頂
萱
糾
布

施
栗
萱
碩
武
射

管

義

兄
弟
塞
草
葉
試
射
臥
賠
栗
玖

封
7
ヽ

還
常
連
倶
視
木
偶
粟
内

項
柘
糾

問
二
月
七
日

付
倶
定
住
櫨
か

第

二
審

五
四

〇

第
二
就

一
七
〇

栗
両
市

長
連
下
使
油
槽
本
葉
韓
即

菰
残
兄
暗
冥
登
料

十
四
日
弔

T
･

孝
索
豪
娘
子
買

春
料

王
候
文
貯
業
苦
餌

大
護
荘
種

子
肺
軟
封

弔
草
書
昌
都
頭
粟
空
尉

清
忽
笹
子
背
麻
菅
碩
伍
封

長
月
種

子

章
節
豊
碩
伍
引

責
保
宗
贈
粟
賓
封

三
月
二
日
丑
鍵
都
朝
地
債
栗

7
↓

垂
拾
碩

彰
家
照
笹
相
葉
豊
封

都
官
敢
空

耳
粟
要
封

親
事



7
･

弔
孝
郊
豪
阿
師
子
東
軍
封

十
八
日
付
暁
定
住
砥
部
粟
綱
車

貫
昆
範

粟
拾
萱
項

孔
任
信
贈
冥
萱
封

劉
定
子
謄
粟
萱
封

閣
都
街
社
業

萱
封

五
月
廿
三
日
付
張
清
忽
黄
麻
縄
碩

六
月
十
三
日
弔
孝

保
窄
張
都
頭
宋
置
副
文
豊
封

十

六
日
付
荊

都
頑
冥
玖
碩
垂

7
↓

封

親
使
弔
草
葉
萱
封

七
月

九
日
付
候
定
住
櫨
酢
粟

萱

草

付
陳
判
官
貴
腐
拾
碩
捌
封

州
日
付
高
酒
司
酒
本
粟
拾
碩

伍

朝

市
孝
南
軍
唄
子
粟
式
対

口]
コ
秋
穂
節
男
伍
草

廻
磯
菜

A
).H
rT]
]

L
L

r

m帖

ヌ
し

と
あ
-
'
第
十
五
行
目
の
都
官
紀
は
恐
-
は
都
社
官
の
誤
記
で
あ
ら
う
｡
年
紀
の
徴
す
べ
き
も
の
な
け
れ
ど

も
'
内
容
よ
-
推
す

と
望

寺
出
納
喜

雷

た
る
ら
し
-
.
聖

竃

は
唐
の
禁

の
成
苧

一
年
震

牛

脂
讐

諾

00
粥

か
後
唐
の
明
宗
の
長
莞

年
豊

年

髭

逼

設

碑

か
忙
苧

べ
き
も
の
で
,
此
の
申
芸

の
吉

細
目
の
含
-

て
雪

こ
と
注

意
す
べ
き
で
あ
る
.

〔辛
卯
年
〕
閏
二
月
七
口

〔辛
卯
年
三
月
〕
十
八
日

∩
辛
卯
年
〕
七
月
九
日

〔辛
卯
年
七
月
∪
升
目

7
ヽ

付
値
定
住
櫨
酢
葉
柄
革

て
､

付
慎
定
住
碇
新
案
綱
車

付
候
定
住
暗
部
某
萱
草

□
E
]秋
穂
如
実
伍
革

中
晩
席
時
代

に
於
け
る
糊
煩
地
方
併
故
寺
院
の
覗
柑
経
皆
に
就
き
て

第

1
番

五
四

1

第
四
既

1
七

1



首

,I

中
晩
牌
時
代
に
於
け
る
械
蛙
地
方
併
教
寺
院
の
敬
硝
斡
皆
に
就
き
て

第
二
審

五
四
二

第
1
1班

1
七
二

此
の
某
寺
の
指
戸
は
寺
戸
の
侯
定
住
の
豪
に
置
か
れ
て
ゐ
た
溝
で
あ

る
｡
ま
た
休
園
第
参

E
Z式
四
既
の

『
某
寺
己
丑
年
奔
英
人
屡

視
巻
』
に
は

王
都
判

て

己
丑
年
甲
申
年
帝

位
策
拾
硯
豆
冥
藍
五
斗
変
%
L碩

iij衰

耗
奔
八
碩

rTJ
丑
年
帯
磁
雄

姿
参
拾
硯
粟
萱
草
穿

浩

.LLL
L
L

宗

鞄

F

弛

姫

姦

許

㌍

B.Lu
iH
,-
引

雛
T,喜

田ul

珠

茸

任
耗
奔

金

粉

頓

張
貝
伐
維
穿
窒

串

王
描
成

枝
葉
結
碩
穿
参
碩

何
何

語

粟

参

碩

変

容

碩

庶
阿
菜
羅
穿
拾
五
研

日
軍

l東

壁
臥
十
五
碩

乱
歩
六
碩

と
あ
-
て
頻
に
植
莱

･
綻
穿

･
提
雄
姿
の
収
入
あ
-
し
こ
と
を
列
記
し
て
あ
る
が
'
之
は
槌
課
業

･
桔
詳
密

･
枯
課
羅
変
の
音
な

る
べ
く
.
之
よ
り
観
れ
ば
王
都
制

･
三
滴
成
な
る
人
J(
の
家
々

に
某
寺
の
碩
砧
が
設
置
さ
れ
て
ゐ
て
'
之
を
利
用
し
て
収
益
し
た
王

都
制

･
王
満
戒
等
が
そ
の
砧
課
と
し
て
各
々

粟

･
穿

･
羅
変
を
を
の
各
々
の
牧
各
節
に
際
LJ
て
之
を
所
管
寺
院

へ
師
入
せ
し
こ
と
を

示
し
て
居
る
0

倍
堅
剛
後
の
関
係
rL6-
想
像
を
逗
-
す
れ
ば
､

膏
に
王
都
制

･
三
浦
成
の
み
な
ら
ず
､
除
雪
十
･
珠
善
住

･
頂
点

保

･
何
何
藷

･
鮎
阿
菜

･
mJ
.阜
三
の
納
め
た
冥

･
穿

･
耗
変
も
櫨
粟

･
櫨
葬

･
碓
雑
変
に
し
て
此
の
残
寒
は
す
べ
て
革

守
の
碇
課
収

.

L
約
暦
な
る
か
も
知
れ
ず
'
然
ら
ば
比
等
の
人
々

は
悉
-
此
の
亮
寺
所
展
の
櫨
戸
た
-
し
も
の
と
考
察
し
得
る
｡
少
-
J
J
も
此
の
某
寺

の
桔
戸
が
王
都
制

･
王
浦
成
の
家
な
る
は
明
確
で
あ
る
O
王
都
制
と
王
浦
成
と
が
同

一
人
な
る
か
も
知
れ
ぬ
と
謂
ふ
疑
も
覆
る
が
'

･~‥f
r

･･･､.J･-
I,
./fJ.ぜ
fr,;J



己
丑
年
と
い
ふ
同

1
年
の
記
載
中
に
て
桶
者
を
別
価
に
書
き
別
け
て
あ
る
か
ら
恐
く
は
別
々
の
人
で
あ
ら
う
｡
偶
に
両
者
間

1
人
な

-
と
観
て
も
此
の
某
寺
の
艦
戸
が
王
満
威
の
豪
な
る
は
疑
を
寄
る
べ
き
飴
地
が
無
い
と
田い
は
れ
る
｡

然
ら
ば
中
晩
唐
時
代
の
敵
性
地
方
に
於
て
硝
課
と
し
て
櫨
戸
よ
-
所
管
寺
院
に
納
入
す
る
碩
碇
利
用
収
爺
特
免
税
は
如
何
太
る
貌

を
以
て
約
め
ら
れ
た
る
か
と
謂
ふ
に
､

私
の
考
案
す
る
所
で
は
主
と
し
て
変

･
粟

･
黄
麻
等
の
現
物
を
以
て
し
た
も
の
と
息
は
れ

る
.
中
晩
唐
時
代
中
原
地
方
に
於
て
は
錯
簡
の
経
済
的
意
義
漸
-
重
ん
ぜ
ら
れ
て
軽
物
重
鎮
の
風
起
-
'
そ
の
非
に
埠

へ
す
塵
J(
夏

物
路
頭
の
命
令
が
出
て
屠
る
｡
『
腐
骨
要
』
巻
八
十
九
'
泉
貨
の
保
に

.

〔
=H
.空

L
二
震

肌
一崇

鍔

し
十
月
六
l-1
苅
o
tlt
佃
能
.迫
O
棺
以
利
用
D
而

絹糸
須
木
o
婚
…刀
是
充
O
ほ
木
貨
末
｡
馬
塀
糾
探
o
淫
敏
之
間
.
Jlj

有
RTE･寅
O
自
今
己
綻
｡
所
有
.拙
宅
｡
目
指
交
易
.
皿
先
用
絹
布
禎
確
論

納
付寸｡
共
絵
市
頂
謹

一
千
以
J1
.
亦
令
規
物
頒
周
｡
違
背

科
罪
.

悼
ヒ
蛸
滑
｡
婦
好
捕
稲
L｡
比
に
朗
賜
氾
坤L.0
L望
f
靖
姑
O
虹
､
江
脂
諸
州
併
収
市

射
鮒
等
｡
兜
己
令
諸
道
卸
院
甘
勾
常
.

･

凹
月
禁
鉛
錫
蛸
O

〔
元
聖

へ
年
配

E崇

高
〕
二
月
制
O
公

私

交

易
十
買
硝
己
JI
o
即
須
車
用
正
覧

宴
席
貴
矧
蛸
使
及
京
北
デ
帥
義
仲
分
数
傾
流
間
奏
O
茶
前
半
公

私
便
換
見
歳
o
並
須
禁
断
o

完

利
八
斥
晶
蜘
一撃

一'暫

四
月
新
O
以
鰻
重
貨
喋
｡
出
内
車
践
五
十
商
葛

令
丙
常
平
服
市
布
屯

毎
正
隆
倍
加
十
ナ
二

｡

〔
元
利
十
二
年
講

壇

蒜

〕
正
月
勅
｡
泉
貨
之
設
O
古
有
常
規
.
鼎
位
蜜
蜂
得
宜
O
是
茸
放
散
有
節
O
必
通
其
鷲

以
利
於
人
.
今
網
格
相
場
O

公
私
倶
弊
o
宜
出
札
鑓
五
十
帯
革
.
令
京
雁
兆
純
揮
要
便
虚
開
場

O
俵
市
債
交
易
.
選
揮
清
猫
官
束
o
諾
切
勾
雷
D
仇
各
要
本
司
先
作
虚
置
傾
件

間
奏
1若

〔曾

買

年
鮎
噂

話

宗

〕
二
月
勅
｡
線
諸
道
鼓
頒
価
像
錨
嬰
等
O
新
規
巳
有
次
第
｡

粛
啓
縫
流
布
｡
補
償
稗
噂
｡

-
･
比
披
縄
重
簡
喝

生
民
坐

困
■h言

な
ど

見
え

る
O
然
れ
ば
長
安

･
洛
陽

･
中
原
地
方
に
て
は
桜
戸
の
程
課
は
鍔
を
以
て
所
管
寺
院

へ
純
付
す
る
も
の
多
か
-
し
な
ら

む
が
､
西
陣
僻
遠
の
沙
州
敬
煙
牒
地
方
は
経
済
界
の
聾
達
未
だ
中
原
の
如
か
ら
す
'
麿
未
に
至
る
ま
で
も
大
惜
章
物
経
済
な
-
し
こ

中
晩
唐
時
代
に
於
け
る
煩
慮
地
方
俳
教
寺
院
の
坂
柁
経
皆
に
就
N
,て

弟
l
蚕

五
E
I
hl

第

二
班

1
七
三



中
晩
塘
時
代
に
於
け
る
煩
煙
地
方
偶
数
寺
院
の
礁
硝
椎
皆
に
就
Jrb
て

第

1
脊

五
四
四

第
四
蚊

7
七
四

と
多
-
の
倣
蛙
文

書
に
徴
誰
し

て
明
で
あ
-
'

備
寺
の
出
現
破
除
膚
を

以
て
見
て
も
そ
の
旧
約
は
概
ね
奔
巽
布
鳥
類
を
以
て
し
て
居

る
か
ら
､
櫨
課
も
亦
然
-
し
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
｡
然
ら
ば
程
課
と
し

て
鎧
戸
よ
り
卵
管
寺
院

へ
奔
粟
布
烏
な
ど
を
納
入
し
た
る
琵

接
あ
-
や
と
謂
は
ゞ
､
私
は
之
を
富
峠
の
根
本
敗
料
に
指
摘
し
得
る
Q
価
国
軍

九
五
式
九
腔
倣
短
文
軍

二
十
三
程
中
の
第
台
拾
蓮
の

『
井
寺
出
現
暦
耗
巻
』
即
ち
某
寺
の
経
掛
収
入
日
録
に

奔
放
的
試
関

門中
脳
僻
ハ=
･排
/
八

と
あ
Il
t
悌
固
第
凶

五
四
式
涜
燃
煙
文
書

紙
背

の

uJ某
寺
出
現
暦
零
片
LD
に

新
附

穿
五
十
四
石
五
7

時
搬
入
7
､

新
附

冥
四
十
三
石
五
斗

砥
耕
入

な
る
提
姫

即
ち
櫨
課
収
入
目
の
記
載
あ
-
'
又
備
固
辞
金
武
〇
七
競
犠
煙
文
書

『
安
国
寺
上
座
勝
常
等
欺
』
に
辰
年

･
巳
年

･
午

7
､

年

の
各
年
攻
の
漣
搬
入
を
記

し
て

7
､

変
陸
拾
式
碩
陸
舛

粟
金
治
配
頓
陸
尉

黄
麻
前
項
捌
射

程
塀
入

辰
年
入

T
､

奔
陸
拾
式
項
陸
封

粟
春
治
式
項
陸
封

黄
肺
病
碩
捌
射

程
鞍
入

巳
や
入

て
.

奔
陸
拾
武
碩
陸
封

栗
春

治
武
碩
睦
.村

費
肺
式
碩
捌
射

程
雅
人

午
年
人

7チ

の
諸
収
入
日
あ
-
'

塩
湖
は
何
れ
も
柁
課
の
音
通
常
字
と
考

へ
ら
れ
る
.

ま
空

肌
指
の
通
-
悌
囲
帯
金
四
式
四
既
懐
怪
文
書
の

『
其
寺
己
丑
年
歩
莱
入
暦
浅
春
』
にF.ヽ

三
部
制

提
案
拾
碩
豆
冥
萱
五
斗
穿
舞
碩
羅
奔
八
碩
入

r
馨
苛
t

.



王
都
〔判
〕

櫨
維
歩
容
拾
碩
粟
空
車
穿
萱
草
入

三
浦
威

椎
葉
架
碩
穿
巷
碩
人

と
あ
-
'
ま
た
悌
図
第
会
式
参
四
況
倣
焼
文
書
紙
背
の

『
浄
土
寺
鷹
産
於
願
連
手
上
交
庫
日
巳
複
所
得
穿
暦
』
に
収
入
変
の

1
細

目
と
し
て

7
,

文
辞
六
石
八
斗

脂
訊

歯
子
規
恩
子
等
人

＼

と
も
あ
る
.
右
の
中
､
『
安
国
寺
上
屋
勝
常
等
状
』

の
辰
･
巳
･
午
年
各
年
の
権
謀
人
は
数
量
も
毎
年
等
し
-

､また
此
の
状
は
*

第

の
初
に
準

備
の
本
文
の
全
部
を
逆
錐
紹
介
致
し
た
る
通
-
'
都

べ
て
安
国
寺
の
上
座
静
狩
が
此
の
こ
高

年
間
に
管
理
し
た
同
寺
の

収

入
細

目

の

み

に

し

て

.
ヮで
の
支
出
臼
は

lL
頃
も
触
い
.EU
で
あ
る
ト
ら
､
枚
<
萌
㌍

社
中
等

ノ
ハ
ト
,つ
と
討
つ
こ
七
つ
三
･ld
果
こ
封

し
て
恨
重
な
態
藍
を
ig:す
る
の
は
攻
の
如
き
理
由
の
存
す
る
が
鴛
で
あ
る
｡

課
と
は
前
述
の
通
-
祝
､
常
然
義
務
と
し
て
的
む
べ
き
鎧
物
の
意
な
る
が
'
犠
蛙
費
兄
の
悌
寺
直
義
手
下
諸
色
出
現
破
陰
暦
に
慣

用
せ
ら
る
る
軍

喋
る
語
の
使
用
法
に
は
二
覆
あ
る
棟
で
､
私
が

『
支
部
悌
散
見
尊
』
第
二
審
弟

T
･
二

･
四
競
所
謁
の

『
梁
戸
故
』

に
於
て
指
摘
し
置
き
た
る
通
-
'
発
声
如
ち

一
寺
院
朋
恩
の
各
製
油
戸
よ
-
各
梁
戸
共
同
分
轄
に
て

こ
匡
年

一
定
量
r.
そ
の
寺
院
朗

要
の
油
を
ば
製
油
設
備
借
用
料

･
製
油
特
梓
免
許
税
と
し
て
そ
の
寺
院
に
綿
貫
し
､
之
を
梁
課
と
解
し
て
居
-
'
そ
れ
以
外
に
各
梁

戸
が
自
己
の
資
本
に
て
袋
に
製
油
し
て
販
貿
L
t
そ
の
利
島
の

一
部
を
ぼ
穿
冥
布
南
宿
酔
毅
豆
を
以
て
し
て
冥
加
料
と
し
て
そ
の
寺

l

院

忙
納
賀
し
て
居
る
が
之
に
は
特
別
の
名
稀
無
-
.
柴
課
と
謂

へ
ば
鮒
講
で
必
ず
油
の
現
物
を
以
て
し
て

一
箇
年
の
量
が
定
ま
っ
て

中
晩
E:u時
代
に
放
け
る
煩
慮
地
方
俳
教
寺
院
の
現
椙
濯
皆
に
就
き
て

第
二
巷

五
四
五

第

二
就

7
七
五



中
晩
唐
時
代
に
於
け
る
畑
煙
地
方
仰
教
寺
院
の
礁
硝
推
皆
に
就
き
て

第
二
審

五
四
六

第

二
統

一
七
大

居
る
o
博
士
寺
の
例
で
は

一
箇
年
の
梁
課
は
油
参
碩

･
査
(=
拙
捧
)
二
十
七
餅
で
あ
る
O

此
の
柴
課
の
例
よ

-
見
れ
ば
植
課
も
亦
そ

の
寺
院

一
百
年
間
所
要
の
酢
に
し
て
年
々

定
餌
が
あ
り
し
様
に
も
考

へ
得
ら
れ
'
し
か
も
寺
院
経
済
文
書
の
収
入

の
部
に
て
梁
課
の

項
目
が
猫
立
に
立
て
ら
れ
あ
る
に
'
鎧
課
の
方
は
猫
立
項
目
が
無
-
､
し
か
も
安
蜘
寺
の
場
合
槌
課
人
と
し
て
記
せ
る
辰
･巳
･午
年

各
年
の
穿

･
粟

･
背
麻
潜
が

L
LLU<
し
て
居
る
窮
に
.
茄
に
椋
誹
の
件
質
に
つ
き
で

一
舷
の
碇
が
匙
-
承
る
の
で
あ
る
O
戯
れ
と
,#
抽

の
深
謀
の
場
合

は
敵
試
た
5
＼ヾ

使
用
料

･
製
油
特
権
免
許
税
と
し
て
各
梁
戸
共
同
負
棺
に
て
自
己
の
原
料
に
て
製
油
し
､

朋
定
の
選
の
油
を
l寺
院
に
綿
貫

し
､

且
つ

衆
評
は
資
に
硯
狛
の
み
を
以
て
し
て
居
る
O
而
し
て
そ
れ
以
外
各
奥
戸
が
自
7J
の
資
力
に
任
せ
て
自
由
に
製
造
版
費
す
る
油
の
利

益

の

t
部
を
自
由
製
油
蛍
池
免
許
礁
即
ち
冥
加
料
と
し
て
そ
の
寺
院

へ
的
む
る
も
の
は
必
ず
穿
粟
布
掃
稀
釈
墾
且
な
ど
を
以
て
し
て
決

し
て
規
油
を
以
て
致
し
て
居
ら
ぬ
.
然
ら
ば
若
し
枯
課
を
以
て
梁
課
と
同
じ
性
質
の
課
な
-
と
せ
ぼ
､
帽
課
は
常
に
年
額
が

一
定
し

且
つ
そ
れ
が
毎
年
必
ず
酔

･
妹
の
現
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
み
な
ら
ず
'
寺
院
出
納
簿
の
収
入
の
部
に
艦
課
部
幾
何
と
い
ふ
猫
立

項
目
が
有
ら
ぬ
ば
な
ら
ぬ
筈
で
あ
る
o
然
る
に
此
の
凋
立
項
目
は
無
き
の
み
な
ら
ず
､そ
の
寺
院

二
親
年
間
所
要
の
痢
･軟
を
製
す
る

駕
の
原
料
た
る
穿
某
は
'
そ
の
寺
院
よ
-
所
管
椙
戸
へ
捉
供
し
た
る
こ
と
備
国
第
式
〇
四
九
姥
憤
焼
東
署
後
席
の
荘
宗
の
同
些

一年

度
の

『
浄
土
寺
直
選
保
護
手
下
諸
色
出
現
破
陰
暦
』
な
ど
の
明
に
示
す
所
で
あ
-
'
且
つ
前
掲
の

『
某
寺
出
現
暦
嬉
野

D
･『
某
寺
出

現
暦
寄
片
』
･
『
安
国
寺
上
座
勝
禅
等
状
』
･
『
某
寺
己
丑
年
穿
真
人
暦
残
寒
』
の
各
紙
本
史
料
の
明
々

に
示
す
遮
-
'
権

謀
と
し
て
納

入
さ
れ
た
も
の
は
駒

･
毅
の
現
物
に
は
非
や
し
て
必
ず
琴

第
･黄
肺
な
ど

と
濡
っ
て
居
る
｡
之
よ
-
観
る
と
同
じ
-
課
と
は
呼
梢
し

な
が
ら
梁
課
と
砥
課
と
は
梢
々

其
の
性
質
を
異
に
し
'
拒
戸
に
於
て
は
梁
戸
に
於
け
る
梁
課
の
如
き
槌
課
の
売
砧
加
で

'
梁
声
に
於

薮■

'

-
育

-

-
I
,I-

･
.･



て
特
別
の
呼
稲
無
く
し
て
目
由
製
油
黄
油
特
樺
免
許
税
と
し
て
製
油
販
責
の
収
益
の

l
部
分
を
寺
院
に
納
め
L
が
如
き
責
務
を
ば
負

払
て
'
之
を
櫨
課
と
構
せ
L
JJ
と
を
知
る
.
之
は
結
局
梁
戸
の
場
合
は
原
則
と
し
で
寺
院
よ
り
製
油
原
料
を
捉
供
せ
ず
し
て
製
油
設

備
使
用
料

･
自
由
製
油
賛
油
特
権
免
許
税
の
二
種
を
納
貢
せ
し
め
.
鎧
戸
の
場
合
は
寺
院
所
要
の
酢
製
造
に
封
し
て
は
寺
院
所
有

の

穿
菜
を
提
供
し
て
之
}紅
製
せ
し
め
､
そ
の
製
酢
手
数
料
と
硬
結
設
備
使
用
料
と
を
相
殺
せ
し
め
'
嶋
自
由
製
翻
販
賛
特
椎
兎
許
稗
の

み
を
納
貰
せ
し
め
て
之
を
捉
課
と
構
し
た
る
韓
で
､
そ
の
然
か
く
な
-
し
所
以
の
も
の
は
そ
の
寺
院
所
要
の
油
JJ
獅
と
に
於
て
寺
院

よ
-
そ
の
原
料
を
提
供
せ
ざ
る
か
提
供
す
る
か
の
差
異
あ
-
し
こ
と
に
来
由
す
る
の
で
あ
る
.

櫨
戸
よ
-
所
属
寺
院
に
納
入
す
る
脳
誹
の
量
は
'
位
戸
年
々
の
EII由
製
酢
駅
頭
節
に
大
抵

l
定
の
塁
あ
れ
ば
'
安
国
寺
の
例
の
如

あ
-
､絶
軸
と
し
て
襲
化
増
減
架
か
り
し
も
の
と
考
察
せ
ら
れ
る
っ
染
戸
の
場
合
に
於
て
も
卵
管
寺
院
の
営
利
財
姫
と
し
て
重

き
を
致

し
た
る
は
年
朗

の
1
定
し
居
り
し
楽
謀
に
は
非
や
し
て
'
梁
戸
の
自
由
製
油
茸
油
特
梓
免
許
税
た
る
梁
戸
板
利
冥
加
料
の
納
入
に
在

-
､
嘩
戸
の
場
合
も
亦
鎧
戸
の
自
由
製
酢
販
費
特
権
免
許
積
た
る
所
謂
櫨
課
に
在
-
し
こ
と
喋
々
を
要
せ
ぬ
｡
穏
戸
は
所
管
寺
院
所

要
の
酢
空

耳
院
提
供
の
穿
巽
に
て
製
造
納
入
す
る
以
外
は
自
由
に
頑
帖
を
道
営
し
､
し
か
も
同
柴
荒
等
者
出
現
の
車
軸
-
'
白
由
に

製
し
た
る
姉
は
所
管
寺
院
の
積
に
す
る
地
方
的
特
殊
権
力
軒
静
景
と
し
て
磨
く
民
間
に
販
斉
し
多
都
の
利
在
を
接
待
し
'
そ
の
l
部

分
を
磁
課
と
し
て
所
管
寺
院
に
約
貰
す
れ
ば
'
製
酢
販
責
量
の
多
け
れ
ば
多
い
程
'
｡Jg
戸
に
も
寺
院
に
も
都
合
が
書
く

寺
院
主
値

戸
と
が
共
存
共
柴
の
関
係
に
在
-
L
JJ
と
は
寺
院
JJ梁
戸
と

の関
係
と
仝
-
同

l
で
あ
る
｡
殊
に
中
蛇
膚
障
代
の
寺
院
の
勢
力
が
地

中
鳴
牌
障
代
に
於
け
る
頬
煙
地
方
俳
敬
寺
院
の
破
帽
樫
皆

に就
き
て

第
二
番

五
四
七

第

二
㍍

1
七
七



中
晩
肘
時
代
に
於
り
る
.ttff蛙
地
方
偶
数
寺
院
の
破
帽
粍
皆
に
就
き
て

第
二
巷

五
四
八

第

二
駅

1
七
八

方
的
に
張
盛
な
-
し
こ
と
は
斯
か
る
共
存
共
栄
関
係
を
教
生
せ
し
め
た
杭
本
原
因
で
､

そ
の
事

は

『
米
戸
放
』

に於
て

悌
固
国
立
鼠

苦
館
所
赦
倣
煙
文
書
節
武
豊
八
七
光
の

『
寺
院
特
殊
権
力
擁
護
宣
言
』
と
も
呼
栴
す
べ
き
天
壌
間
の
孤
史
料
た
る
昔
時
の
根
本
史
料

に
怯
-
て
楳
迎
し
た
か
ら
'
屯
に
特
設
せ
ぬ
が
'
男
に
角
も
寺
院
の
特
殊
梓
カ
の
強
大
に
し
て
地
方
官
憲
の
行
政
権
執
行
に
成
る
程

既

の

幣

肘

JiJ
,(
加

へ

緒
た
り｡
持
た
-

し
か
は

r.
潮

時

妹
に
水
磯
の
校
層
に

も
蛭
横
板
を
見
せ
'
之
を
利
用
す
る
桔
戸
も
亦
同
業
競

｡
-
ー一･iuLi
rJ
lf
:
･･-)
i
.Tl=･rノ
4-rrHu
J
つ
.L栄

と
し

て
之
を
重
税
L
へ.TV
の
設
備
侶
樺
等
は
之
を
寺
院
経
僻
に
て
負
嬉
し
へ相
月
を
保
護
し
て
共
有
共
架
を
討
-
た
る
も
の

で

あ

る

O

右
の
如
き
事
情
な
れ
ば
､
塀
櫨
経
営
は
中
庸
晩
唐
時
代
の
寺
院
に
と
り
て
重
要
な
る
財
源
の
T
に
し
て
.
碇
声
を
監
理
し
な
が
ら

収
益
を
計
る
JJ
と
は
重
要
な
る
寺
務
の
一
で
'
頑
措
辞
皆
事
務
記
録
は
寺
院
の
貴
重
書
輝
と
し
て
保
有
し
た
る
こ
と
想
像
す
る
に
除

あ
-
｡
之
を
詮
蟻
だ
つ
る

1
根
本
見
料
は
同
じ
-
中
絶
唐
時
代
の
も
の
な
る
休
園
囲
立
国
寄
館
朋
赦
第
蓉
五
八
七
耽
敬
蛙
文
書
の

『
悌
寺
什
賛
什
器
貴
重
文
書
目
録
戎
準
冒

あ
る
.
首
尾
共
に
放
け
て
居
て
'
通
有
す
る
所
は
住
に
1
1.十
五
行
に
し
か
過
ぎ
な
い
が
'

攻
の
如
き
も
の
で
あ
る
｡

〔前

部

歓
〕

萱

長
捌
尺
閲
伍
尺

龍
萱

火
珠
同
鈴
萱

F･'

経
榛
式

燈
樹
豊
斉
木
仏
堂
子

竹

鋼
啓
宝
予
重

量
木
匙
萱

木
椀
参

i(
花
蛸
壷
領
内
登
破

大
黄
花
軸
宣

長
文
武

背
花
壇
前

景
在
善
勝

又
育
花
壇
候
破

堤
壇

.
J

.

'
幸
二
.-

･∴

i
･



梅子豊
破

箱
葺

合

国
睡
蓮

金
銅
薬
師
俊

一

-

./I

--

4

--
.

｣
細

坐
具

一

歩
屈
了
鋼
平
子

一

黒
木
豊
子
玖

針
金
式
拾
顛

霧
花
発
布
履
両
面
嘆
子
具
足

破
幡
繭
放
子

大
布
幡
而

口

語
季

男
捨
文
契
及
買
道

7
､

て
､

7
,

論
指
丈
苫

一
角

螺
昭

一

金
剛
杵

同
約
婁

小
罪
幡

7
､

試

拾

口

又
大
絹
幡

l.
ロ

化

柴

肇

丸

生
絹
大

薙
一

金
銅
糾
鎌
遅
幡
陸
口
汗

帽

巳
上
物
在
陰
上
座
過

又
容
尺
小
幡
幡

1

育
裸
銀
埋
紅
巾

千

lL

青
絹
履

董
木
香
帝

一

大
鋼
鈴

一

紙
箱
子
宝
合

掌
布

経
巾
就

朱
筏
梯
子

l

黒
木
悦
子
武

文
黒
木
碗
千

て
,

位
赦

黒
木
貞
子
式
拾
登

朱
屠
藍

臥
千
畳

黒

｢
･

木
塵
干
萱

拾
伍
牧
内
欠
韓
箇

在
氾
寺
主

大
破
勃
渚

7
､

て
ヽ

一

文

大
方
起

娼
領

墨

量
鋼
些
三

又
小
井
式
拾

中
嶋
唐
時
代
に
於
け
る
傾
煙
地
方
併
教
寺
院
の
′礁
硝
躍
皆
に
就
き
て

7
▼

小
仏
帳

ヨ
象
吋十
･.臥第

二
懸

五
四
九

第

二
雛

1七
九



f
育
･.

.

中
晩
唐
時
代
に
於
け
名
物
煙
地
方
併
敏
寺
院
の
観
相
粒
皆
に
就
き
て

第
二
巻

五
五
〇

第

二
批
1
八

〇

五
尺

花
牙
磐

一

諌
導
紅
巾

長
i)33
尺

量
木
有
産

一

7
､
仏

殿
角
上
鋼
鈴

一

生
錨
参
斤

賀
閥
紅
榛

一

長

7
ヽ

柄

香
淀

l

又
小
粒

楳

在
決
済

i(
絹
幡
1

樺
究
趨
松

一

T-I
化
帽
恨

l
長

束
払
実
軸
等
仔

大
iII木
幽

一升
荒

新
拭

T
,

.:･_

･
･
/_∵

､

､1
.

.

.:･

L;

∴

山

_

l･
卜

.1
･.I

｢以

下

敢
丈
｣

7
テ

右
に
は
随
分
章
過

苫

字

や
俗
字

･
俗
語
も
あ
る
棟
で
あ
る
が
'

第

1
行
以
下
に
習
見
す
る
経
横
の
梓
は
何
れ
も
案
の
意
'
第
十
八

7テ

行
以
下
に
撃
十
と
あ
る
は
何
れ
も
塵
子
の
略
書
で
あ
っ
て
愚
子
は
様
子
の
膏
通

常

芋

ー
様
子
と
は
木
製
の
小
皿
の
意
で
あ
る
o
之
が

陶
蛮
製
な
る
時
は
稲
子
と
害

す
'
何
れ
も
俗
語
で
あ
る
.
第
十
行
以
下
･に
習
見
す
る
芹
は
申
す
迄
も
な
-
菩
薩
の
略
字
で
あ
る
0
第

二
十
二
行
の
賀
関
鰐
椿
は
柑
木
製
の
経
机
で
あ
ら
う
O
相
は
本
朝
に
於
て
は
樹
名
と
し
て
存
せ
ぬ
ら
し
い
が
'
今
日
の
廿
諦
省
率
夏

願
城
の
西
方
に
土
名
に
阿
粒
菅
山
或
は
乞
伏
山
と
呼
稀
す
る
山
が
あ
る
｡
こ
れ
唐
詩
に
習
見
す
る
賀
関
山
で
あ
る
が
､
比
の
山
に
相

と
稀
す
る
特
殊
な
る
材
木
生
じ
'
そ
の
楓
は
青
白
難
色
を

呈
し
恰
も
駿
の
毛
色
の
如
く
で
あ
る
と
い
ふ
｡
北
方
納
入
は
駿
馬
を
賀
関

と
呼
稲
す
る
か
ら
'
此
の
相
木
の
あ
る
山
の
意
で
'
此
の
山
名
を
も

一
に
賀
関
山
と
謂
ふ
の
で
盛

る
と
い
ふ
｡
こ
れ
よ
-
考
察
す
る
と

相
木
は
賀
関
山
特
産
の
樹
木
ら
し
く
'
そ
の
薦
相
木
と
賀
関
と
は
同
義
語
と
し
て
該
地
方
人
に
俗
用
.せ
ら
れ
た
る
も
の
と
考

へ
得
ら

れ
る
か
ら
､
そ
の
山
の
地
理
的
位
置
の
関
係
よ
-
見
て
も
賀
関
経
標
は
賀
阻
山
産
出
の
相
木
を
以
て
製
し
た
箔
経
机
と
観
て
宜
し
い

と
思
ふ
｡
第
二
十

一
行
の
諦
導
は
本
朝
近
世
に
於
け
る
甫
蟹
貿
易
で
輸
入
せ
ら
れ
'
茶
器
の
喪
や
懐
中
紙
人
の
袋
物
な
ど
に
製
せ
ら



れ
て
珍
重
せ
ら
れ
た
カ
ン
ク
ウ
親
で
あ
ら
う
｡

カ
ン
ク
ウ
織
は
本
朝
で
は
普
通
に
間
道
轍
と
も
舞
帯
織
と
も
書
き

習
は
せ
て
居
る

が
､
ま
た
諦
導
と
も
支
部
で
書
か
れ
た
こ
と
あ
る
見
知
-
得
る
と
共
に
'
此
の
稲
呼
が
既
に
中
絶掩
唐
峠
代
に
支
那
に
於
て
通
行
し
て

ゐ
た
JJ
と
を
知
る
べ
き
で
.
蓋
し
.tEI域
地
方
に
そ
の
漠
字
音
韓
の
語
派
を
求
む
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
D
倣
燥
後
見
模
本
史
料
の
説
明

の
序
な
が
ら
述
べ
て
置
-
｡

却
許
此
の

『
悌
寺
什
賓
什
器
貴
重
文
書
日
録
残
寒
』
は
何
と
柄
す
る
寺
院
の
も
の
た
る
か
'
7亡
の
尊
名
は
明
で
な
い
が
'
蓋
し
敬

煙
の
博
士
寺
か
三
界
寺
か
安
酎
寺
か
.
兎
に
角
席
代
抄
州
十
七
寺
中

の
1
寺
の
も
の
な
る
べ
く

そ
の
第
九
行
目
よ
-
第
十
行
目
に

五
･1
て
諸
家
茸
神
文
契
及
買
道
論
砧
文
書

l.
角
な
る
目
の
あ
る
草
望

息す
べ
き
で
あ
る

一
角
と
は

lr
世
二

凍
望
息
で
あ
る
.
JtJ
の

甜
零
買
櫓
史
兜
は
譜
墾
甥
合
文
梨
に
し
て
'
常
庫
少
-
と
も
轍
敗
北
l刀
に
て
は
民
間
の
土
地
表
毎
買
卑
近

際
し
寺
院
が
公
設
人
の
如

叶
九
,J
TTTT/
L

n

Ti'
ノ
'

.1
1
､
′
j

L

こ

rk,Ej
1日山
契
約
講
の
副
本
を
背
腰
菖
糊
と
L
U
寺
院
仁
保
斤
す
る
習
旧
怨
･U
L
､(
と
讃
li-n
′女
t5k
7,乾

ノ-
伯
亡

あ
る
か
ら
J
此
の
某
ii:貴
重
史
書
の
中
に
之
が
あ
る
の
で

あ
-

.貫
通
文
書
は
選
雌
を
買
入
れ
た
る
契
約
文
音
で
柚
圏
た
ZiJ
の
孫
附

さ
れ
て
居
る
も
の
で
あ
ら
う
O
而
し
て
諭
桜
文
書
は
即
ち
そ
の
寺
の
欄
梶
鮭
常
に
関
す
る
文
書
で
.
何
れ
も
貴
軍
書
炉
と
し
て
寺
の

什
蟹
日
録
に
萱
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
｡
斯
-
し
て
中
晩
唐
時
代
の
寺
院
は
免
許
制
に
て
濫
読
を
許
さ
れ
ざ
る
甥
に
自
由
競
苓
者
め

出
現
せ
ざ
る
頑
栂
を
設
置
し
て
槌
戸
を
し
て
道
営
せ
し
め
'
構
戸
と
共
存
共
紫
紺
係
を
以
て
桔
課
を
徴
牧
L
t
貴
族

･
富
豪

･
椎
勢

コ､

家
と
同
様
に
番
某
製
粉
の
利
器
を
2
7:断
し
､
以
て
寺
院
収
入
財
痕
の

1
と
残
し
た
る
こ
と
を
知
-
得
る
｡
比
の
事
は
碓
衆
も
大
鰐
は

●

尊
者

の
間
に
知
ら
れ
て
居
て
珍
奇
な
問
題
で
は
な
い
が
'
何
分
に
も
常
時
の
寺
院
骨
計
の
詳
細
に
関
す
る
民
間
史
書

･
寺
院
骨
計
文

書
の
秋
如
せ
る
軍

そ
の
遅
皆
の
経
緯
が

T
切
明
な
ら
ず
'
砥
戸
の
存
在
'
そ
れ
と
寺
院
と
の
関
係
な
ど
仝
-
知
ら
れ
て
居
な
か
つ

中
嶋
唐
時
代
-こ
於
け
る
畑
哩
地
方
併
教
寺
院
の
嶺
椙
確
皆
に
就
き
T

第
二
巻

五
五

1

第

二既

Z
八

7



中
晩
唐
時
代
に
於
け
る
畑
煙
地
方
悌
教
寺
院
の
碩
梢
粁
皆
に
就
き
て

第
二
塔

五
五
二

第

二
既

1
八

二

た
o
今
幸
に
常
痔
の
枕
木
史
料
を
得
て
そ
の
1J
端
を
述
べ
得
た
る
は
私
の
鮪
に
秋
季
と
す
る
即
で
あ
る
o

以
上
論
述
す
る
即
､
論
多
岐
に
瓦

-
'
ヰ
亮

敬
燥
支
署
利
用
の
関
係
上
.
史
料
の
吟
味
批
判
の
寓
に
も
相
首
の
論
述
を
1第
し
梢
_冗

捜
笹
流
れ
た
部
分
も
あ
る
が
'
之
は
巳
む
を
得
ざ
る
こ
と
で
あ
る
｡
最
後
に
斯
論
を
要
約
す
れ
ば
･fh/の
如
-
で
あ
る
｡

L'
中
晩
倍
時
代
の
他
紙
寺
院
が
地
方
的
に
結
城
の
特
殊
欝

を
描
払
'
煉
炭

碓
槌
紅
綬
EuLIし
て
根
爺
を
計
わ
た
る
こ
と
は
'
従

二.i
J]∃
L
L
･
=
)
1
こ
㌧J
:
汀
一
)/
㌻
⊃
/

(
-I
.汁

小,lJ
LH
,rTTul亡
,+け
一人
(.
:
n
.
.

彩
沖

･
Pq
葛

の

附
加
ゼ
之

須

そ

tjl
潜
aR
L
に
怒
講
に

講
和

を

封
之
JJ
と
は
死

と
煎
出
n
C
郭
に
在
-
し
こ
と
C

Llt
然
る
に
英
傑
内
国
に
庄

赦
せ
ら
る
る
轍
燥
襲
見
文
書
の
中
に
は
'
中
娩
唐
時
代
の
倣
蛙
地
方
寺
院
直
読
相
手
7
諸
色
出
現
破

陰
暦
即
ち
寺
院
脅
計
略
住
僧
の
書
記
し
た
寺
院
合
計
収
入
支
出
明
細
簿
が
和
宮
に
遺
有
L
t
此
等
に
披
-
て
常
時
の
寺
院
の
経

済

的

生
宿

11殻

が

範
如

し

得

ら

れ

'

乃
ち
顧
梢
経
営
に
関
し
て
も

或
る
程
皮
革
EJLそ
の
詳
細
な
る
事
情
計
.如
-
得
ら
れ
る
こ

と
｡

lr

比
等
の
寺
院
禽
計
収
入
支
出
明
細
簿
の
中
に
'
寺
院
収
入
の

1
呼
稀
と
し
て
椋
課
な
る
名
酢
が
習
見
L
t
ま
た
碇
戸

･
13
.衣

な
る
名
酢
も
散
見
す
る
と
き

四､
昔
時
倣
蛙
地
方
の
三
鼎
寺

･
揮
土
寺

･
安
国
寺
な
ど
が
主
と
し
て
そ
の
専
有
農
耕
地
円
の
小
作
人
の
家
に
'
或
る
場
合
に
は

寺
の
軍
事
人
の
豪
に
'
即
ち
汎
稀
す
れ
ば
所
謂
寺
戸
の
家
に
'

1
箇
塵
乃
室
数
箇
魔
'
寺
院
の
費
用
を
以
て
設
備

且
つ
修
繕
を

も
属
す
塀
砥
工
場
を
有
L
t
そ
の
こ
れ
あ
る
寺
戸
の
豪
を
碓
戸
と
栴
し
て
之
が
道
管
に
常
ら
し
め
居
-
た
る
こ
と
｡

E

t
砧
戸
に
は
製
粉
宴
門
の
従
業
職
工
あ
-
'
之
を
昔
時

一
般
の
俗
稀
に
鎧
博
士
と
呼
び
'
そ
の
雇
傭
賃
金
は
之
を
桔
戸
に
て
負



楯
し
た
る
も
の
ら
し
き
こ
と
｡

4'(

砥
戸
は
先
づ
そ
の
所
管
寺
院
の
僧
侶
沙
欄
の
食
料
た
る
べ
き
年
額

一
定
量
の
食
糧
酢
即
ち
穿
巽
粉
を
製
し
て
之
を
そ
の
寺
院

に
墾

貝
す
べ
き
義
務
を
負
っ
て
居
た
が
'
そ
の
原
料
た
る
べ
き
穿
粟
は
仝
部
そ
の
所
管
寺
院
よ
り
支
出
提
供
せ
ら
れ
た
る
も
の

な
る
こ
と
O
比
の
際
の
製
弼
手
数
料
は
碩
穏
設
備
倍
相
料
と
相
殺
し
て
之
を
催
戸
よ
-
寺
に
要
求
せ
ぎ
り
し
も
の
な
ら
む
こ
と
O

七
'
寺
院
所
嵐
の
各
般
戸
は
'
所
管
寺
院
の
満
に
雷
然
負
措
す
べ
き
食
糧
酢
製
追
'
並
に
寺
院
の
望

月
管
制
す
べ
き
酢
製
達
の
商

義
務
を
賓
行
す
る
と
共
に
'
櫨
戸
各
自
の
資
本
能
力
に
ま
か
せ
て
自
由
に
穿
粟
の
製
粉
を
属
し
'
所
管
寺
院
の
櫨
に
す
る
特
殊

推
力
を
背
景
と
し
て
そ
の
庇
護
の
下
に
t
.解
く
之
を
民
間
に
販
要
し
て
利
益
を
鐙
得
L
t
そ
の
利
益
の
一
部
分
を
ば
.
自
由
製

如
肇
朋
特
陣
免
許
税
帥
ち
琵
借
料
空
-,し
て
寺
院
の
碩
櫨
設
備
を
JmJ自
由
に
利
用
遅
稗
す
る
JJ
と
を
許
さ
れ
た
る
冥
加
料
と
し
て

itk
T勿
L"
ま
｢性
i-r封
.E
t

メ
...
(
一
㌔

旭
に
沖
提
測
J
..
盲

は
北
の
竿
州
料
を
州漕
Th!･
1J
f
･問
し
て
-.
T
,･防
壁

=EL的
T<
b
L
.
誹
.271

1
L･
.i-
1｢
.1L
1ーC
L.･q
∴
rJ
メ
JJ
･J･Th
]_

財
雄
と

目
し
属
-
し
こ
と
｡

入
'

櫨
課
の
課
の
意
義
は
負
増
税
で
は
あ
る
が
'
製
油
の
発
声
′よ
-

一
年

一
定
量
の
油
の
現
物
も
て
所
管
寺
院
に
納
貫
す
る
薬
課

の
談
と
は
精
々
其
の
習
慣
的
使
用
法
を
異
に
し
'
全
く
砥
戸
白
身
の
純
利
益
の

l
部
を
冥
加
料
と
し
て
綿
貫
す
る
も
の
な
れ
ば

そ
の
課
額
に
細
長
増
減
あ
-
､
且
つ
決
し
て
酢
の
現
物
を
以
て
納
罵
し
屠
ら
ざ
る
こ
と
.
比
の
髄
様

･
染
談
の
課
字
の
習
慣
的

使
用
浜
の
差
異
に
つ
き
て
は

『
支
那
係
数
史
串
』
第
1
一重

第

一
･
二

･
四
親
に
連
載
喪
表
せ
る
拙
稿

『
梁
戸
故
』
を
垂
附
州せ
ら

れ
た
き
こ
と
O

礼
..
砿
戸
よ
-
所
管
寺
院

へ
網
罵
す
る
破
談
は
必
ず
奔
･

粟

･
帯
肺
な
ど
の
現
物
を
以
て
薦
さ
れ
'
所
管
寺
院
の
収
入
目
の
上
に

中
嶋
唐
時
代
に
於
け
る
柏
頻
地
方
沸
教
寺
院
の
襖
椙
輝
哲
に
就
き
て

第
二
審

五
五
三

第

二
氷

I
八

三



馨

風
雪

中
晩
唐
時
代
に
於
け
る
増
感
地
方
俳
教
寺
院
の
現
椙
粁
皆
に
就
き
て

第

二
審

五
五
四

第

二
猷

1
八
四

て
は
変

･
第

･
筆
跡
な
ど
の
そ
れ
-ハ1

の
収
入
欄
に
分
載
せ
ら
れ
'
そ
の
維
計
の
侭
に

て
そ
の
粗
相
堅
通
算
し

て
aJS
訊
収
入
と

維
稀
せ
る
こ
JJ
O

i;
磨
末

･
五
代
聖
で
も
殆
ど
賛
物
紐
解
の
状
態
な
-
し
敬
蛙
地
方
の
,LL
と
と
て
'
縫
紋
は
歩

志
㍗
茸

舵
な
ど
の
現
物
的
.高
と

残
れ
る
も
､.
中
倍
帽
代
以
非
､捌
く
先
輪
紋
所
の
敢
達
し
っ
つ
む
-
し
長
安
千
路
朕
等
中
原
の
宜
寺
it
利
別
鼠
の
･｡a

戸
に
て
は
蓋

.,O

十
LP
桔
戸
の
事
業
は
伸
朋
督
寺
院
糊
宴
会
椋
新
主

寸
院
1
-

桂
供
せ
ら
る
る
変
粟
告

て
製
造
刑
入
す
る
こ
と
｡
i
Ti寺
院
の
食
糧

用
以
外
に
寺
院
所
有
の
穿
粟
を
製
卸
し
'
之
を
贋
-
民
間
に
販
吏
し
て
寺
院
の
収
益
専
業
総
覧
に
を
輿
す
る
と
と
.
此
の
際
寺

院
側
よ
り
或
る
程
度
の
報
酬
を
嘩
声
に
輿

へ
た
と
想
は
る
る
が
'
之
を
立
誰
す
べ
き
的
碓
た
る
北
本
史
料
は
兼
だ
見
屠
ら
ぬ
o

丙
碇
戸
が
百
家
の
資
本
と
鮎
刀
と
に
ま
か
せ
て
自
由
に
酢
を
製
L
t
之
を
鮮
-
民
間
に
堅
実
収
爺
す
る
こ
と
O
此
の
際
そ
の
販

賓
利
潤
の
幾
部
分
を
ば
艦
課
と
し
て
所
管
寺
院
に
的
茸
し
た
る
)J
と
前
述
の
通
で
あ
る
.
丁
地
方
民
間
.ru]姓
庶
民
の
依
頼
に
廠

じ
手
数
料
を
徴
収
し
て
穿
粟
を
製
粉
し
た
る
こ
と
｡
止
の
際
も
そ
の
収
入
す
る
手
数
料
の

1
部
分
を
ば
碓
課
と
し
て
期
管
寺
院

へ
締
め
た
,L
の
と
想
傑
せ
ら
れ
る
o
戊
催
戸
日
豪
食
用
の
穿
粟
製
粉
を
薦
す
こ
と
O

十
二
'
所
管
寺
院
JJ
朗
庵
鎧
戸
と
は
､
寺
院
が
桔
戸
に
託
し
て
贋
-
放
資
収
益
す
る
酢
の
製
造
と
砿
課
の
収
納
関
係
と
を
以
て
'
相

互
倍
存
共
栄
共
存
の
関
係
に
あ
り
'
寺
院
の
食
糧
以
外
の
酢
の
製
造
販
賛
量
及
び
鎧
戸
の
自
由
製
酢
放
資
量
が
増
加
す
れ
ば
す

る
腔
ど
寺
院
も
槌
戸
も
共
に
収
茶
が
増
加
し
た
か
ら
'
互
に
相
努
力
し
て
硬
磁
を
経
営
し
た
る
も
の
な
る
こ
と
｡

±
一I.
櫨
戸
は
所
管
寺
院
の
地
方
的
特
殊
楢
力
を
背
景
と
し
そ
の
庇
護
に
よ
-
て
同
業
競
率
者
出
現
の
牽
瓜
邦
-
'
安
ん
じ
て
製
酢



に
専
心
碓
零
し
.
寺
院
も
亦
砧
戸
の
努
力
奪
勤
に
依
頼
し
て
墾

EE(酢
に
よ
る
収
益
の
増
加
を
期
待
し
た
る
こ
と
o

+
巧

嘩
戸
制
を
以
て
す
る
寺
院
の
斯
か
る
営
利
事
業
経
営
の
如
き
は
'
寺
志
額
の
書
籍
に
茸
載
せ
ら
る
べ
き
性
質
の
も
の
に
非
ざ

る
を
以
て
.
常
時
の
寺
院
直
豪
僧
の
詳
細
な
る
禽
計
出
納
明
細
原
簿
&
,に
揺
る
に
非
す
ん
ぽ
'
到
底
今
日
そ
の
詳
細
な
る
経
営

経
緯
を
知
-
碍
ざ
る
も
の
な
る
こ
と
｡

十
軍

天
壌
間
の
孤
史
料
と
も
謂
ふ
べ
き
倣
燥
文
書
中
の
幾
多
の
寺
院
出
現
破
陰
暦
に
描
-
て
'
少
-
と
も
中
晩
唐
時
代
の
倣
煙
地

方
の
備
教
寺
院
の
頑
帽
経
営
の
賛
情
の

1
盤
が
斯
か
る
も
の
な
-
し
こ
と
を
知
り
得
る
が
'
こ
は
そ
の
詳
細
の
輪
は
開
明
さ
れ

ざ
る
中
原
の
唐
代
寺
院
の
頑
健
経
営
の
研
究
上
に
勘
な
か
ら
ざ
る
巷
考
事
象
と
な
る
べ
き
も
の
な
る
lU
宅

〔完
〕

戸

雌
和
十
⊥′
年
J,JJT
ヒ
日

･
支
那
告
訴
串
.PT吊
戸
己
t弐
∃

･
吏
iL

告｢-

鮒

詑

私
は
本
篇
第
三
節
に
於
て
部
に
関
す
る
諸
種
の
支
那
記
録
を
指
摘
し
'
魂
の
貿
恩
誹
の
F奔
民
要
締
』
･
明
の
宋
磨
星
の
『
天

工
開
物
』
な
ど
の
記
載
に
揺
り
て
さ
へ
も
t

l
石
の
小
歩
を
粉
と
し
た
る
場
合
､
普
通
に
幾
何
容
積
畳
の
酢
と
欺
'
即
ち
精
穿

粉
と

粗
穿
粉
と
を
製
出
し
得
る
か
は
'
之
を
的
確
に
知
る
こ
と
が
出
奔
ぬ
と
述
べ
､
意
に
皇
国
現
代
に
於
け
る
穿

･
新
関
係
の

茸
情
よ
り
之
を
考
察
し
て
.
小
穿

1
石
は
粉
と
す
れ
ば

1
右
五
丁
七
封
乃
至

l
石
六
T
の
邪
教
が
待
ら
れ
る
と
し
て
諭
を
進
め

た
｡
此
の
菅
情
を
述
べ
た
記
載
は
､
安
部
に
於
け
る
書
籍
で
は
遥
か
に
聾
見
し
得
な
い
が
'
皇
国
に
於
け
る
古
書
に
は
之
を
聾

見
し
得
る
こ
と
を
書
き
洩
ら
し
た
か
ら
､

充
に
村
記
す
る
が
'

藤
原
息
平
等
が
勅
を
奉
じ
て
挟
ん
だ

『
延
書
式
』

の
撃

二
十

二
IL.
大
鰐
職
下
の
候
の
達
雑
物
港
の
項
に

中
嶋
牌
時
代
に
於
け
る
糊
煙
地
方
悌
教
寺
阪
の
磯
梢
躍
皆
に
就
き
て

第
二
審

五
五
五

第

二
披
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中
晩
厭
時
代
に
於
け
る
煩
煙
地
方
俳
敢
寺
院
の
梶
椅
紐
皆
に
就
き
て

第
1
｢
懸

五
五
六

第
二
既

丁
八
六

米
粉
邪
.

米

1
万
得
二
石
O

夢
粉
料
｡

小
夢
一
石
待

一
石
五
斗
｡

と
あ
-
､
相
米

1
石
を
粉
と
す
れ
ば
二
石
の
米
粉
を
待
､
小
穿

1
石
の
場
合
は

一
石
五
斗
の
穿
粉
を
得
ら
れ
る
も
の
と
規
定
L

で
あ
る
｡
監
し
常
時
の
賃
情
rLJ
-
緑
由
せ
る
規
定
で
あ
ら
う
.
し
か
も
藤
原
忠
平
の

『
上
空

普
格
式
表
』
の
文
の
中
に

J
r.Tr三
姓
ユ･lh
､<,､回りJd己
D
.tiLE
邑
悦
<,,LiJJVn
U
文
人ざ
ム
二
lrTnJ射
れrh
]山
LIHU
GIF待
,㌍
〃純
利
も
ン
一mロiF,C
T.al♪帆
〓
那
G
け白
ヨ
重
義
hTSqTil
u

と
あ
る
よ
-

脱
乙
と
.
･茄
磁

･桝
l刀
だ
崩
御

を
名
軒
与
る
剤
の
多
か
り
L
を
射
る
い
然
ら
ば

ur則
書
式

Jj
ド
ル
卦

一
石
が

.)
石

五
T
の
奔
粉
と
な
る
と
規
定

せ
ら
れ
あ
る
は
膏
に
本
朝
常
時
の
菅
情
を
示
せ
る
の
み
な
ら
ず
'
唐
に
於
て
も
亦
同
様
な
-
し
こ

と
を
曙
示
せ
る
も
の
と
考
察
す
べ
く
'
若
し

『
永
横
式
.B
か

『
閑
元
式
』
か
の
完
本
が
今
日
に
遺
存
し
屠
ら
ば
'
必
ず
や
そ
の

中
に
知
殊
に
関
し
て
小
変
粒
と
酢
教
と
の
容
積
的
関
係
が
二
と
三
と
の
比
率
と
な
る
様
な
数
量
的
関
係
記
載
を
聾
見
し
得
ら
る

る
と
信
す
る
O

-

昭
利
十
七
年
五
月
五
日
柳
記

-


